The Lepidopterological Society of Japan 


房総 半島 産 ヤ マキ マダ ラ ヒ カ ゲ に つい て ⑪ 


a 橋 BO 

静岡 市 北 安 東 5-13-11 

a 山 潤 三 
神戸 市 垂水 区 塩屋 町 1-137 


On Neope niphonica BUTLER (Lepidoptera: Satyridae) in the Bósó Peninsula, 
Central Japan, with Description of a New Subspecies (I) 


Mayumi TAKAHASHI and Junzó AOYAMA 


E A が き 

ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ Neope niphonica BUTLER に は つの 下 種 が 知ら れ , 原 名 亜 種 は 広い 分 布 範囲 
を も もち, try, 南 千島 か ら 北 海道 ・ 本 州 ・ 四 国 お よび 九州 本 島 に か け て の 日 本 列島 の 山岳 地帯 に 
分 布 し て いる が , $ 3—- DD WF marumoi EsAK1 et UMENo の 分 布 は 九州 本 島 南 方 の 屋久 島 の み に 限 
られ て いる . 本 種 の 分 布 は , 北海 道 か 東北 地方 に か け て は か な り 連 続 的 で , 海岸 に 近い 丘陵 地 な ど 
に も 分 布 し て いる が , 関東 か ら 西 に 進 な に し た が っ て 分 布 は し だ い に 局 部 的 と な り , 西南 日 本 で は や 
や 深い 山地 に 生息 し , 各地 に 孤立 し た 分 布地 域 を 形 づ く っ て いる . そし て , C OWE niphonica の 中 
に も さま ざま な 程度 の 地理 的 変異 が 認め られ , 静岡 県 と いう 比較 的 狭い 地域 の 中 で ゃ 一 定 の 地理 的 変 
異 を 示す こと は 注目 され る (高橋 真弓 . 1980) . 

著者 の 一 人 , 青山 潤 三 (1977) は , 南関 東 千葉 県 の 房総 半島 に ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ が 分 布 す る こと 
を 確認 し, は じ め て その 特殊 な 形態 ・ 斑 紋 お よび 生態 的 な 特徴 を 指摘 し た . その 後 , 高橋 真弓 ・ 青 山 
潤 三 (1979) ix, その 後 の 調査 に よる 知見 を 加え , BERRAR 26 回 大 会 (大 阪 ) に お いて , こ 
の 地域 の ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ の も $ ゃ もつ 特異 性 に つい て 述べ た . 同じ 大 会 で , 谷 F (1979) は , 房総 半 
島 産 の 夏 型 の 羽化 期 が 遅れ る の は , 幼虫 期 で は な く 黄 期 が 著しく 延長 され る こと に よる も の で ある こ 
と を , 室内 実験 の デー タ に より 明らか に し た . また , 著者 の 一 人 , 高橋 真弓 (1979) は , その 著書 
「 チ ョ ウッ ゥ ー 一 富士 川 か ら 日 本 列島 へ 」 の 中 で , 主として 野外 観察 の 結果 に も と づき , この 隔離 され た 集 
団 の 主として 生態 的 特徴 に つい て 述べ て いる . 

その 後 , 筆者 ら は , 形態 ・ 斑 紋 た な ど を さら に 詳し く 計 測 し , 他 の 産地 の も の と 比較 する た め の デ ー 
タ を 得 た . Ek, さら に 数 回 の 野外 調査 を 重ね , いく つか の 生態 的 な デー タ を 追加 する こと が で き 
た . CORR, 房総 半島 産 ヤ マキ マダ ラ ヒ カ ゲ は , 形態 お よび 生態 的 に 屋久 島 産 の 亜 種 marumoi と 
十分 に 比肩 し うる 程度 に 分 化し た も の で ある こと が わか っ た . 

この 報 文 で は , 主として 分 布 と 形態 ・ 斑 紋 上 の 特徴 と を 扱い , 房総 半島 産 ヤ マキ マダ ラ ヒ カ ゲ を 新 
亜 種 と し て 命名 する こと に し た . 筆者 ら は , 亜 種 は 属 と 同様 , あく まで も 便宜 上 の 分 類 段 階 で あり , 
木暮 Z (1980) も 述べ た よら うら に, 種 と は ちがっ て 客観 的 に 実在 する も の で は な いと 考え て いる こと 
を 付記 し て お く . な お , 生態 的 特徴 と 地理 的 変異 の 成立 に つい て は , 次 の 機会 に 述べ た い . 

この 報告 に あたり , いろ いろ と ご 教示 ・ ご 助言 を いた だ き , タイ プ 標 本 の 保存 を 快諾 され た 九州 大 
学 教養 部 教授 白水 MR, 国立 科学 博物 館 の 黒沢 良 放 氏 , 大 阪 市 立 自然 史 博 物 館 の 日 浦 勇 氏 , 房総 半 
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島 産 と の 比較 の た め の 材 料 を 提供 され た 青山 慎一 , 服部 寿夫 , BOK IO 故 百 畑 孝太 郎 , 竹内 zé, 
田中 PE, 津久井 不二雄 の 各氏 , と くに 青山 の 野外 調査 に 協力 され , 貴重 な ご 助言 を いた だ いた 筑波 
大 学生 物 学 教室 の 谷 HW. KRAF RF MAF DFO RARR CD, 同 演習 林 研 究 部 , 千葉 演 
習 林 の 方 々 , お よび 高橋 の 調査 に 際 し , 宿泊 な ど に つき いろ いろ と お 世話 に な っ た 千葉 県 安房 郡 富浦 
町 の 医師 , FR 久弥 氏 に あつ く お 礼 を 申し あげ る . l 


I5 布 


分 布地 域 は , 千葉 県 房総 半島 南部 を 東西 に 走る 清 浴 山 な ど を 含む 房総 丘陵 お よび その 周辺 部 に 限ら 
れ て お り , 半島 北部 や 南部 の 海岸 に 近い 丘陵 地 や 平野 に は 分 布 し て いな い . 分 布 の 限界 は , 現在 の と こ 
A, 北 は 夷隅 郡 大 多喜 町 伊藤 大 山東 北 角 と 君津 市 久留 里 大 谷 を 結ぶ 線 , 東 は 上 記 の 大 多喜 町 伊藤 大 山東 
ACHE, 南 は 天津 小湊 町 坂本 と 鴨川 市 奈良 林 と を 結ぶ 線 , 西 は 富津 市 古屋 敷 付 近 と な っ て いる (Fig. 1). 
直 分 布 の 下限 は 天津 小湊 町 坂本 付近 お よび 君津 市 久留 里 付 近 の 海抜 2? m, 上 限 は 天津 小湊 町 清澄 
山 清澄 の 海抜 310m と な っ て いる が , 分 布 の も ゃ っ と も ゃ 濃密 な と ころ は 房総 丘 際 の 尾根 すじ で は な く , 
その 山麓 の 605120 m ぐら い の 低 地帯 で ある こと は 注目 され る . ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ の 本 州 中 部 地方 
太平 洋 側 で の 垂直 分 布 は , 背後 に 高い 山岳 を ひか えて いる と ころ で は , まれ に 海抜 200 m 台 の 低地 
帯 ま で 下がっ て いる こと も ある が , その 分 布 の 中 心 は 明らか に 海抜 900<1500m o, いわ ゆる ブナ 
帯 に ある . この 点 か ら み て も , 房総 半島 に お ける ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ の 分 布地 域 が きわ め て 特殊 な 条 
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Fig. 1. Distribution of Neope niphonica kiyosumiensis ssp. nov. in the Bôsô Peninsula, 
Chiba-ken, Central Japan. Solid circle, collecting sites of N. niphonica kiyo- 
sumiensis ssp. nov.; open circle, those of N. goschkevitschii where N. niphonica 
kiyosumiensis has not been obtained. 1, Kururi, Kururi-ótani; 2, Nakanosawa, 
Gódaihata, Inokawa, Orikizawa, Kuratama, Mt. Daifuku, Sasa; 3, Shimizu; 
4, It6-dyama; 5, Kiyosumi-yama, Awagasawa-one, Yajüen-ato, Mushado, 
Awagasawa-honzawa, Sakamoto, Sugidani; 6, Kotani, Kanayama; 7, Nara- 
bayashi; 8, Matsuo-rindó-iriguchi; 9, Utóbara, Daikura, Takamizo, Higashi- 
ówada, Ukawasaki ; 10, Furuyashiki. 
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Fig. 2. Distribution of the five species of the Lethini (Satyridae) in the Kantó District, 
Central Japan. Large open circle, Neope goschkevitschii MENETRIES; middle 
open circle, Lethe sicelis HEWITSON; small solid circle, Lethe diana BUTLER; 
multiplication mark, Neope niphonica BUTLER; plus mark, Zophoessa callipteris 
BUTLER. 


件 の も と に お か れ て いる こと が 理解 され る . 

この 分 布地 域 は 関東 平野 周辺 の 同種 の 分 布地 域 か ら , 東京 溢 ・ 相 模 湾 お よび 広大 な 関東 平野 の 沖 
積 地 に よっ て 完全 に 隔離 され , いわ ゆる 陸 の 孤島 と な っ て いる . お そら く 一 定期 間 , これ ら の 周辺 の 
分 布地 域 と の あい だ に 個体 の 交流 が 行わ れず , ここ で 形態 ・ 機 能 の 両面 に 独自 の 地理 的 分 化 を ひき お 
こし た も の と 考え られ る . ここ か ら 箱 根 山 ま で は 約 80km, ARUH ETR 70 km, 赤城 山 ま で は 
約 150 km, 筑波 山 ま で は 約 100km, も 隔 た っ て お り , これ ら の 山地 を 房総 丘陵 と の あい だ に は , 本 
種 の 分 布地 域 は まっ た く 存 在 し て いな い (Fig. 2). 

つぎ に これ まで に ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ の 確認 され た 地点 を あげ る . ( ) 内 は 海抜 標高 を 示す . 
君津 市 : 久留 里 ・ 市 街 地 東北 部 Q5-50nm), AREKE (60m), HAIR (80-115 m), E (100-110 
m), 4E (95-105 m), 猪 ノ 川 流域 (80-180 m), 郷 台 畑 (190-225 m), 清水 (130-150 m), 西 日 笠 松尾 
林道 入口 付近 (55 m). 

市 原市 : 大 福山 付近 り . 

大 多喜 町 : 伊藤 大 山東 北 麓 り . 


OD 千葉 県 立 大 多喜 女子 高等 学校 所 蔵 標本 に よる . 
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天津 小湊 町 : 杉谷 Q5 m), 坂本 (25-40 m), , 二 間 川本 沢 (40-100 m), 3E 7 RBA AIA (145 m), 
3E (Hh o (150-180 m), 乗 ヶ 沢野 獣 園 跡 付近 (110-170 m), 粟 ヶ 沢上 方 の 尾根 (200-270 m), 清 
i& (280-310 m). 

HOT: 打 晶 小谷 付近 C m), 金山 付近 G5 m), 奈良 林 不 動 尊 (200 m). 

富津 市 : 東大 和田 < 新 田 (60 m), 高潮 (30-40 m), FIRE ~ A (70-165 m), 大 川崎 (50 m), 古 
屋敷 (35 m). 


II 形態 ・ 斑 紋 の 特徴 と 新 亜 種 の 記載 

1. 材料 と 計測 の 方 法 

計測 に 用 いた 材料 は , 千葉 県 房総 半島 産 春 型 37 づ 24? , BH 404189 と , 日 本 列島 各地 か ら 得 ら 
れ た 春 型 319 ず 54\ i r0 EX) 1828419 CHS. 計測 値 を 示し た も の は , 統計 処理 の 都合 上 , 原 
則 と し て 15 頭 以 上 の 場合 に 限る こと に し た . 標本 を 実 見 し た も の は , 上 記 の も の お よび 未 計 測 の も 
の を 含め て 約 1200 頭 に 達し , これ ら は 北海 道 (礼文 島 , JAB, BAB, 奥尻 島 を 含む ), 南 千島 
( 国 尻 島 , 択捉 島 ), 青森 , 岩手 , KH, 宮城 , 山形 , 福島 , 茨城 , 栃木 , 群馬 , 東京 , 千葉 , 長野 , 
山梨 , 静岡 愛知 , 岐阜 , 三重 , 新潟 (佐渡 島 を 含む ), 奈良 , 兵庫 , 鳥取 , 広島 , 徳島 , 愛媛 。 du 
i, AD, 熊本 , 宮崎 お よび 鹿児島 (屋久 島 を 含む ) の 各 都 道 県 か ら 得 ら れ た も の で ある . 

翔 や 斑紋 の 長 さ の 計測 に は ノギス を 用 い , 01mm の 位 で 表示 する こと に し た . 変異 の 幅 は , 2X 標 
準 偏差 / ツ 個体 数 で 示し た . 

比較 し た 形質 は つぎ の と お り で ある (Fig. 3). 

形質 1: Bis, [FL]. 

Bia AED» Di X CORES T, 体 の 大 き さ を 代表 し , また 斑紋 な どの 相対 的 な 大 き さ を 表わす と 
き に その 基礎 と な る . 

VH 2: BB" 1b 脈 末端 か ら 甚 端 まで の 長 さ / 前 政長 (99. [a/FL]. 

この 値 が 高く な れ ば 期 形 が 縦長 と な り , アオ スジ アゲ ハ の よう な 贅 形 と な る . この 値 が 低く な ぁ る 
by イチ モン ジ セ セリ ある い は ミス ジ チ ョ ウ の よう な 期 形 と な っ た りす る が , それ は つぎ の 形質 3 と 
の 関連 で きま る . 

形質 3: 前 次 第 1b fORS/MBME (%), [b/FLI. 

この 値 が 高く な る と 慈 形 は 横長 と な り , ミス ジ チ ョ ウゥ の よう な 期 形 と な る . 

形質 4: 前 次 第 2 室 黄 褐 色 斑 の 全長 / 前 次 長 (92, [c/FL]. 

MAKETO RREA (FE) 列 の 発達 の 状態 を 示す 指標 で あり , WAS お よび 形質 6 と 
と も に 前 次 表面 の 明 色 部 の 発達 を 表わす . これ ら の 値 が 高けれ ば 前 甚 表 面 は 明る い 感 じ と な る . 

形質 5: 前 次 第 1b 脈 上 の 黄 褐 色 条 の 長 さ / 前 超 長 (%), [d/FL]. 

COMI ED Rt BADFEE LTS LOL, 他 の 贅 脈 上 で も 同様 に 黄 視 色 条 が 発達 し て いる 傾向 
が ある . 

形質 6: üppseosxmstu, [YS]. 

HIDE PIC fe OD Blin SEX 0,10, 20 の 3 段階 で 表示 する . まっ た く 現 われ な いも 
の を 0, 中 室 端 の み に 現われ る も の を 10, 中 室 端 か ら 基 部 に 向かっ て 1/3 の 位置 に ある 暗色 帯 を 越 
えて いる も の を 20 EDS, 

形質 7: AR 1b 室 黄 褐色 斑 中 の 黒 班 の 有無 , [BS]. 

この 黒 斑 が 左右 両方 の 次 で 現われ て いる も の を 1 個体 片方 の 次 の み で 現われ て いる も の を 0.5 個 
体 と し て 数 を え , これ ら の 個体 が 全体 の 中 で 占め て いる 割合 を % で 表わす . 

形質 8: 裏面 の 色調 の 暗 化 , [MI]. 

Fig. 3 に 示し た 9 個所 (H-P) の 部 位 の 暗 化 の 状態 を 0, 1, 2 の 3 段階 で 表示 する . c ONVÉD ED 
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Fig. 3. Method of measurements on Neope niphonica kiyosumiensis ssp. nov. A, 
forewing length (FL); B, length from forewing tip to end of vein 1b (a); C, 
length of forewing vein 1b (b); D, length of ochre-yellow patch in forewing space 
2 (c); E, length of ochre-yellow streak on forewing vein 1b (d); F, ochre-yellow 
scales of forewing cell (from 0 to 20) (YS); G, presence of a black spot in ochre- 
yellow patch in forewing space 1b (BS); H-P, the areas in which the melanization 
on the underside of wings were measured (0 to 18); H, base of forewing space 2; 
I, space within a circular patch in forewing cell; J, base of forewing cell; K, base 
of forewing space 1b; L, base of hindwing cell; M, streak in hindwing space 2; 
N, dista] area of hindwing space 6; O, proximal area of hindwing space 3; P, 
distal area of hindwing space 3; Q, outside diameter of eyespot ring in hindwing 
space 2; R, inside diameter of eyespot ring in hindwing space 2. 


す 指 数 ( 黒 化 指数 Melanization Index) は , 0(0x9) か ら 18(2x9) まで の 19 段階 と な る . a: 前 期 第 
2 室 基 部 : b: 前 次 中 室 環状 紋 の 内 部 : c: 前 次 中 室 基部 : d: Be 1b 室 基 部 : e: 後 次 中 室 基部 : f: 
GAS 2 BORER: g: 後期 第 6 室 の 眼 状 紋 の 外側 , h: GAS 3 室 眼 状 紋 の 内 側 : i: (ema E 
REDE D SMA. 

形質 9: KARER 2 ABC T GU s (%), [ES1/FLI. 

この 値 の 高い 個体 は 一 般 に 後期 裏面 の 眼 状 紋 が よく 発達 し て いる と みて よい . 

形質 10: KARME 2 室 限 状 紋 黄 神 色 環 の 内 径 / 同 外 径 (7, [ES2/ES11. 

この 値 が 高けれ ば , 上 記 有 限 状 絞 の 次 褐色 環 が 相対 的 に うす く , 低けれ ば 相対 的 に 厚い こと を 示す . 

2. 計測 の 結果 

(1) 雌雄 の 相違 . 

房総 半島 の も の も, 雌雄 の 相違 点 に つい て は 他 の 産地 の も の と 基本 的 に 同じ で ある . 

春 型 , 夏 型 と も に 雌 は 雄 よ り も 大型 で あり , 前 次 第 1b 脈 は 相対 的 に 長く , し か る 期 端 か ら 第 1b Jk 
末端 まで の 長 さ が 相対 的 に 短い の で , 前 次 の 超 形 は 横 に 長く , し か も 幅広 い 形 と な る . これ は 多く の 
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ヒ カ ゲ チョ ウ 類 に 共通 する 傾向 で あり , INDRA CADIS LL RICE CORNY HY SOI 
役立っ て いる も の と 思わ れる . 

HED WA Cid. 前 次 第 2 室 黄 褐色 斑 の 相対 的 な 大 き さ [c/FLI, 同 第 1b 脈 上 の 黄 褐 色 条 の 相対 的 な 長 
さ [d/FL], お ょ よび 同 中 室 に お ける 黄 褐 色 鱗 の 発達 な どの , 区 表 の 明る さ を 示 す 数 値 か いずれ も 高く な 
り , この 傾向 は こと に 春 型 肉 に お いて 著しい . MAR 1b 室 中 の 英 褐 色 斑 中 に 黒 麗 が 現われ る 傾向 も 炊 
より も 大 きく , こと に 夏 型 上 座 に お いて 顕著 で ある . 

睦 の 裏面 は 雄 よ りゃ 黒 化 指数 が 低く ,。 いく ら か 明る い 色 調 と な る . EHEC, 後期 裏 面 眼 状 紋 の 
黄 褐 色 環 は 相対 的 に や や 厚く な り , その 内 径 / 外 径 の 値 が 低い . 

HECIL, これ ら の ほか に , 雄 の 前 次 内 半 部 に 現われ る 発 香 鱗 が な く , また 前 頑 夷 面 第 3 室 黄 褐 色 斑 
の 内 側 に 同色 の 小玉 が 付着 し , この 二 つ の 弄 紋 が 融合 し て , いわ ゆる “サカナ 型 ” 斑紋 を 形 づ く る . 

(2) 季節 的 変異 

RAMD DE じ た 個体 は 春 刑 となり, 北海 道 の 大 部 分 の 地域 や 本 州 以 南 の 高地 帯 で は , 成虫 は 春 型 
の みみ 年 1 回 現われ る . 房総 半島 を 含む その 他 の や や 温暖 な 地域 で は , MAMA DEC RM L, dO 
か ら 生 じ た 夏 型 が 現われ , 年 2 回 発生 と な る . COMM, 同一 地域 に お いて 年 1 回 発生 する も の 
と 年 2 回 発生 する も の が 混在 し て いる と みな され る 場合 , だ いた い 6 月 半ば を 境 と し て , これ より も 
前 に 羽化 し た と み ら れ る も の を 年 2 回 発生 の 春 型 , 前 に 羽化 し た と み ら れ る も の を 年 1 回 発生 の 春 型 
と し て 分 け て 扱 2 こ と に し た ?. 同じ 春 型 で も 前 者 と 後者 で は , 形質 に より か な り 異 な る 場合 が ある 
か ら で あ る . こと に 南ア ルプ ス 産 の 場合 , 前 次 長 や 裏面 の 黒 化 指数 た な ど に か な り の 差 が 見 られ る こと 
は 注目 され る (Figs. 27, 28, Table 1). 

夏 型 で は 一 般 に 同一 地域 の 春 型 に 比べ て や や 大 型 と な り , 前 次 の 券 形 が 前 後 の 方 向 に 長く な り , い 
DP SHER OG Lich. 同時 に 甚 形 は 円 味 を 欠い て 細長 く な り , 後 次 第 4 脈 の 未 端 部 は や や 突出 し 
て 尾 状 突 起 の よう に な る . 甚 表 の 色調 を 示す 各 形 質 (形質 4, 5, 6) の 示す 値 は いずれ も 低く , Bu 
より も 暗い 感じ を 与え る . 裏面 で は , 夏 型 で は 春 型 よ りゃ 黒 化 指数 が 低く , 色調 は か を っ て 明る く な 
る . また 眼 状 紋 は 春 型 に 比較 し て 相対 的 に 大 きく な る . 

以上 の よう な 季節 型 に 現われ る 傾向 は , 房総 半島 の 場合 も , 他 の 産地 に お ける 傾向 と 基本 的 に 同じ 
で ある が , 春 型 ・ 夏 型 の 大 き さ の 差 は も っ と も ゃ 顕著 で ある . 

(3) 他 の 産地 の も の と の 比較 . 

形質 1: 前 次 長 [FL]. 

泰 型 雄 は 計測 し た も の の 中 で は も っ と も 小型 で , 伊豆 半島 達磨 山 産 の 32.2 上 0.41 mm (n—46) より 
も 明らか に 小さ く , 30.6 主 0.44 mm (n=37) と な っ て いる . dg cu pe し た 材料 は 少な い が , 
31.50.33 mm (n—24) T, 同様 に 計測 され た も の の 中 で は も っ と も 小型 で ある . 

BAUME TIL, 箱根 山 産 の 32.9 土 0.35 mm (n—36) より も 明らか に 小型 で 。 や は り 最 小 の 値 を 示し て 
いる が , 夏 型 雌 で は 屋久 島 産 の 31.4 土 0.55 mm (n=26) より も 大 型 で , 33.6 上 0.45 mm (n—18) と な 
っ て いる . 

房総 半島 産 の ぁゃ の は , お そら く 北 海道 , 本 州 , 四国 , 九州 本 島 な ど 日 本 本 土 に 分 布 す る も の の 中 で 
は も っ と も ゃ 小型 の 集団 と 考え られ る . 屋久 島 産 の も の は 材料 が 不足 し て いる が , お そら くそ の 春 型 は 
房総 半島 の も ゃ の と ほぼ 同じ 程度 , EZ Culto cute, 雄 に お いて も 房総 半島 の も の より も ゃ 小型 
と 考え られ る . サハリン や 千島 の も の は 小型 で や る が , すく な く と も 南 千島 の も の は , 筆者 が 長谷 川 
仁氏 か ら お 借り し た 標本 の 計測 値 FIE) HEM HEC, 31.340.38 mm (n—4), AMEC 32.54 
1.00 mm (n=5) と な っ て お り め , 房総 半島 の も る の ほど 小型 で は な いよ ょ う で ある (高橋 真弓 , 1976a) 


2) 実際 に は 6 月 前 半 に 羽化 し た も の で も , 年 1 回 発生 の 春 型 で ある 場合 も 多い と 思わ れる の で , 
この よう な 扱い は あく まで も 便宜 的 な も の で ある . 
3) これ ら の 地域 で は 年 1 回 発生 し , 春 型 の み 羽 化す る . 


NII-Electronic Library Service 


The Lepidopterological Society of Japan 


38 ikli Tyó to Ga Vol. 32, No. 1 & 2, 1981 


[^] 
e 


に ーー コ 
ceo 
a 
E. 
—X 
cn 


20. 


— — 
e や 
エー イーーー ィ エマ ーー イー エー イー イー イー イィ 


cen 


0 


0 


33 34 35 32 .33 34 35 


33 34 .35 36 3 


Figs. 4-16. Forewing length of Neope niphonica Butter. 4-9, spring form: 4, 
from Bósó Peninsula (37 3); 5, from Hokkaido (collected from late June to 
August) (54 3); 6, from Mt. Daruma (46 3); 7, from Hakone (30 3); 8, from 
Mt. Fuji (50 3); 9, from Southern Japan Alps (collected from late June to August) 
(136 3). 10-16, summer form: 10, from Bósó Peninsula (40 $); 11, from 
Southern Japan Alps (35 3); 12, from Mt. Kirishima (28 3); 13, from Mt. 
Daruma (83 $); 14, from Hakone (35 3); 15, from Bósó Peninsula (18 9); 16, 
from Mt. Daruma (25 9). 
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Figs. 17-24. Ratio of the length from forewing tip to end of forewing vein 1b to 
the following length (%) in Neope niphonica BUTLER. 17-20, spring form: 17, 
from Bósó Penincula (37$ 249); 18, from Mt. Daruma (464 79); 19, from 
Southern Japan Alps (collected from late June to August) (753 189); 20, from 
Hokkaido (collected from late June to August) (51¢ 219). 21-24, summer 
form: 21, from Bósó Peninsula (408 189); 22, from Mt. Daruma (574 239); 23, 
from Hakone (335 89); 24, from Southern Japan Alps (35$ 49). Black: male, 
white: female. 
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WA 2: WS 1b RAID b Win x CORRS /AMAR (の , [a/FLI. 

春 型 雄 で は 63.60.51 (n237) で も っ と も 高い 値 を 示し て いる が , 春 型 肉 で は 62,140.58 (n—24) 
€, 6 月 後半 以降 に 得 ら れ た 北海 道産 春 型 肉 と ほぼ 同じ 値 を 示し て いる . 

夏 型 雄 で は 65.440.52 n=40) と いう きわ だ っ て 高い 値 を 示 し, 南アルプス 産 の 64.3 土 0.51 (n=35) 
と の 間 に 大 き な 差 が 見 られ る . 夏 型 肉 で は 63.740.88 (n=18) と な り , 屋久 島 産 の 62.3 土 0.68 
(n—19) より も は る か に 高い 値 を 示し て いる . 

以上 の 計測 値 に より , 房総 半島 の 個体 は 前 次 の 形 が 縦長 と な り , こと に 夏 型 雄 で 著しい と いえ よ 
5. な お 中 国 地方 産 の 夏 型 雄 の 平均 値 は 64.0(n—4) と な っ て お り , 計測 され た 材料 に 関す る 限り 著 
し く 高 い 値 を 示し て いる こと を 付記 し て お く . 

また , 数 値 に は 示さ れ て いな い が , 房総 半島 の も の で は 前 贅 外 縁 が いく ら か 内 側 に 向っ て 才 曲 する 
傾向 が あり , こと に 雄 で は その 傾向 の 目立つ 個体 が 多く な っ て いる . こと の よう な 傾向 は 他 の 産地 の も 
の に は あま り 見 られ な いも の で ある . 

形質 3: WE 1b 脈 の 長 さ / 前 期 長 (の , [b/FL] 

春 型 雄 で は 70.44:0.51 Q= テ 37), 春 型 雌 で は 74.840.50 n=24) T, それ ぞ れ も っ と も 低い 値 を 示 
し て いる . し か し, 夏 型 雄 で は 69.9--0.46 (n=40) で 中 ぐらい の 値 , BARECH 75.340.75 (n—18) 
で 比較 的 高い 値 を 示 し て いる . 

この 形質 と 形質 2 と の 組合 せ か ら 判 断 す る と , BACH, や や 極端 な 表現 を 用 いれ ば , イチ モン ジ 
セセリ 的 な 甚 形 を , 夏 型 で は せ ア オス ジア ゲハ ム へ 的 な 次 形 を も つと いえ る か も 知れ な い . 

形質 4: BAS 2 室 黄 褐 色 斑 の 全長 / 前 次 長 (%), Ic/FL]. 

春 型 雄 で は 25.240.58 (n—37), 春 型 肉 で は 27.02-0.65 (n—24), EWECH 24.540.42 (n=40), 
夏 型 座 で は 26.1 土 0.74 (n=18) で いずれ も る 最高 の 値 を 示 し て いる . 計測 値 に は 示さ れ て いな い が , こ 
の 斑紋 を 含む 前 次 加 外縁 各 室 に 並ぶ 黄 褐 色 斑 (種子 形 斑 ) は 他 の 産地 の も の に 比較 し て よく 発達 し て 
いる と いる よう. 

WEA 5: mW 1b IRLOMMBEAORS /HAR (%), Id/FL]. 

EHEC 55.940.67 (n—37), WEC 59.940.86 (n=24), XEXUME-C Ux. 51.8 上 0.56 (n=40), 
EACH. 56.3 土 1.72 (n—-18) と な り , いずれ も 最高 の 値 を 示し て いる . 房総 半島 産 の も の は , こ 
の 第 lb 脈 の み で は な く 他 の 次 脈 上 の 黄 褐色 条 も 同様 に よく 発達 し て お り , この 特徴 が サト キマ ダラ 
ヒ カ ゲ の よう な 印象 を 与え る . 

形質 6: 前 次 中 室 の 黄 褐 色 鱗 , [YS]. 

素 型 雄 で は 17.2 mー32), 春 型 座 で は 18.7(n=23), EUCH 10.8 (n=38), 夏 型 肉 で は 11.8 
(n=17) と な っ て お り , 雄 で は , 春 型 , 夏 型 と も に それ ぞ れ 最高 の 値 を 示し て いる . 

WE 4, 5, 6 に つい て 全般 的 に 見 れ ば , 房総 半島 産 の も ゃ の は 数 値 が 高く , 欧 表 全体 の 明 色 部 GS 
色 斑 ) が よく 発達 し て いる と い を る . 

形質 7: BAS lb 室 黄 褐色 斑 中 の 黒 斑 の 有無 , [BS]. 

EMET C ORUIDEAOW Ch CS (ADS 25.7% (2=33) で か な り の 高 率 を 示し て いる 
が , 伊豆 半島 達磨 山 産 の 31.1% n=45) に は 及ば な い . し か し , WHET 40.5% m=21) EU 
雄 で は 76.5% (n=40) 夏 型 典 で は 88.9% (n—18) と な り , いずれ も 最高 の 値 を 示し て いる . こと 
に 夏 型 に お いて その 数 値 が か きわめ て 高い の は 注目 され る . この 黒 斑 の 出現 率 は サト キマ ダラ ヒ カ ゲ に 
お いて 高く , 房総 半島 産 の ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ は この 形質 に つい て も サト キマ ダラ ヒ カ ゲ に ヒ 近 い 特徴 
を ゃ も つこ と は 注目 され る . 

形質 8: 裏面 の 色調 の 暗 化 , [MI]. 

裏面 の 黒 化 指数 は , SAU CU. 12.4 土 0.72 (n—36), 春 型 肉 で は 11.8 土 0.90 (n—24), 夏 型 雄 で は 
3.6 土 0.45 (n —40), AAIE TII 3.440.33 (n=18) で 。 い ずれ の 場合 に も も っ と も 低い 値 を 示し , こと 


NII-Electronic Library Service 


The Lepidopterological Society of Japan 


WEL if Ty6 to Ga Vol. 32, No. 1 & 2, 1981 41 


Figs. 25-32. Melanization Index of Neope niphonica BUTLER. 25-29, spring form: 
25, from Bôsô Peninsula (364 249); 26, from Mt. Daruma (464 79); 27, from 
Southern Japan Alps (collected from late June to August) (1364 269); 28, from 
Southern Japan Alps (collected from April to early June) (773 29); 29, from 
Hokkaido (collected from late June to August) (54$ 269). 30-32, summer form: 
30, from Mt. Daruma (834 239); 31, from Bósó Peninsula (404 189); from 
Southern Japan Alps (353 49). Black: male, white: female. 
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Figs. 33-38. Ratio of the diameter of eyespot in hindwing space 2 to the forewing 
length (%) in Neope niphonica BUTLER. 33-35, spring form: 33, from Bósó 
Peninsula (363 249); 34, from Mt. Daruma (464 79); 35, from Southern Japan 
Alps (collected from late June to August) (1354 279). 36-38, summer form: 
36, from Bósó Peninsula (403 182); 37, from Southern Japan Alps (358 49); 
38, from Mt. Daruma (834 239). 

Figs. 39-44. Ratio of the inside diameter of eyespot ring in hindwing space 2 to the 
outside diameter of the same eyespot ring (%) in Neope niphonica BUTLER. 
39—40, spring form: 39, from Bósó Peninsula (365 249); 40, from Mt. Daruma 
(463 79). 41-44, summer form: 41, from Bósó Peninsula (404 189); 42, from 
Mt. Daruma (834 239); 43, from Hakone (365 119); 44, from Mt. Kirishima 
(283 29). Black: male, white: female. 


NII-Electronic Library Service 


The Lepidopterological Society of Japan 


il kk Ty6 to Ga Vol. 32, No. 1 & 2, 1981 43 


に 夏 型 で は サト キマ ダラ ヒ カ ゲ と ほぼ 同 程度 の 色調 の 明る さ を 示 すこ と は 注目 され る . な お , 調査 し 
た 個体 数 は 少な い が , 中 国 地方 産 の 夏 型 で は , WE 3.4 土 1.85 n—4); HE 5.5 土 1.61 (n—5) と な り , X 
面 の 色彩 が か な り 明 る いこ と を 示し て いる . 

な お , この ほか に , 房総 半島 産 の も の は , サト キマ ダラ ヒ カ ゲ の よう に 後 次 裏面 の 外縁 部 が 強く 黒 
化す る 傾向 が あり , この よう な 傾向 は 南 九 州 産 や 屋久 島 産 の も の に も 見 る こと が で きる . 

形質 9: KARHE 2 ERROREA (の , [ES1/FL]. 

春 型 雄 で は 10.6 上 0.32 (n—36), 春 型 座 で は 11.1 上 0.50 (n=24), 夏 刑 雄 で は 14.640.41 (n—40), 
ERU CU 14.54-0.57 (n=18) と な り , いずれ の 場合 も も っ と も 低い 値 を 示し , 後 翔 裏面 の 眼 状 紋 が 
相対 的 に 小さ いこ と を 意味 し て いる . 

形質 10: KARBE 2 室 眼 状 紋 黄 褐色 環 の 内 径 / 外 径 (の, [ES2/ES11. 

AHE CII 66.641.63 (n— 36), 春 型 座 で は 65.02.20 (n=24), 夏 型 雄 で は 64.741.17 (n-40), X 
型 座 で は 62.3 土 2.00 (n—18) と な り , いずれ も 最低 の 値 を 示し て いる . すなわち , 房総 半島 産 の も 
の は 後期 裏 面 の 眼 状 紋 の 黄 褐 色 環 が 相対 的 に 厚い こと を 意味 し て いる . 形質 と この 形質 の 特徴 か ら み 
C, 房総 半島 産 の も ゃ の は 後期 裏面 の 眼 状 紋 の 特徴 も る サト キマ ダラ ヒ カ ゲ に 近い と いえ よう . 
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Fig. 45. Individuals bearing a black spot in ochre-yellow patch of forewing space 
1b (%) in Neope niphonica BUTLER. A-B, spring form; C-D, summer form; 
A & C, male; B & D, female; a, from Bôsô Peninsula; b, from Hokkaido (collect- 
ed from late June to August); c, from Hokkaido (collected from May to early 
June); d, from Northern Japan Alps; e, from Okutama; f, from Mt. Fuji; g, 
from Kantô Mountains and the vicinities of Mt. Fuji; h, from Southern Japan 
Alps (collected from late June to August); i, from Southern Japan Alps (collected 
from April to early June); j, from Hakone; k, from Mt. Daruma; 1, from Amagi 
Mountains; m, from Mt. Kirishima; n, from Yaku Island. 


3. 新 亜 種 の 記載 

以上 に 述べ た 成虫 の 形態 ・ 斑 紋 上 の 特徴 は , ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ Neope niphonica BUTLER の す で 
に 命名 され て いる こつ の 亜 種 , ssp. niphonica BUTLER と ssp. marumoi Esaki et UMENO の いずれ と 
も 異な り , また その 特異 性 は 分 布 ・ 生 態 の 上 か ら ゃ 裏づけ られ る の で , つぎ の よう に これ を 新 亜 種 と 
し て 記載 する . 
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Figs. 46-57. Geographical variation of Neope niphonica BUTLER. 46-53, N. n. 
kiyosumiensis ssp. nov.: 46, spring form 3, Inokawa, Kimitsu-shi, Chiba-ken, 
5 May 1978, MT (Mayumi TAKAHASHI) leg. ; 47, do., underside; 48, spring form 
9, Shimizu, Kimitsu-shi, Chiba-ken, 30 Apr. 1979, MT leg.; 49, do., underside; 
50, summer form 4, holotype, Higashi-ôwada, Futtsu-shi, Chiba-ken, 30 Aug. 
1978, MT leg.: 51, do., underside; 52, summer form 9, Inokawa, Kimitsu-shi, 
Chiba-ken, 28 Aug. 1978, MT leg.; 53, do., underside. 54—57, N. n. niphonica: 
54, spring form 3, Rebun Island, off Hokkaido, 25 June 1968, Isao Makibayashi 
leg.; 55, do., underside; 56, spring form 3, Gassan, Yamagata-ken, 3 July 1969, 
Koótaró Shirahata leg.; 57, do., underside. 
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Figs. 58-69. Geographical variation of Neope niphonica BUTLER. 58—69, N. n. nipho- 
nica: 58, spring form ¢, Mt. Daruma, Shizuoka-ken, 16 May 1977, MT leg.; 
59, do., underside; 60, spring form 3, Mt. Miyanoura, Yaku Island, Kagoshima- 
ken, 30 July 1971, MT leg.; 61, do., underside; 62, summer form 3’, Mt. Tengu, 
Otaru-shi, Hokkaido, 2 Aug. 1950, Fujio Tsukui leg.; 63, do., underside; 64, 
summer form $, Mt. Amagi, Shizuoka-ken, 20 Aug. 1976, MT leg.; 65, do., 
underside; 66, summer form (4, Bougaki, Tottori-shi, Tottori-ken, 19 Aug. 
1973, Makoto Takeuchi leg.; 67, do., underside; 68, summer form づ , Mt. Kiri- 
shima, Kagoshima-ken, 18 Aug. 1968, Hiroshi Tanaka leg.; 69, do., underside. 
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Neope niphonica kiyosumiensis ssp. nov. 


This new subspecies is distinguished from the two subspecies hitherto known, Neope niphonica 
niphonica BUTLER and N. n. marumoi Esaki et UMENO, by the following points: 

l. The new subspecies is smaller in size than the nominate one in each seasonal form, but is 
larger than the subspecies marumoi in the summer form. Forewing length: spring form, 29-32 mm 
in male, 31-32 mm in female; summer form, 31-33 mm in male, 33-35 mm in female. The difference 
in the forewing length between the spring and summer forms is obviously larger in this new sub- 
species than in the others. 

2. Forewing is longitudinally rather elongated with slightly concave distal margin. This is 
the most prominent characteristics of this subspecies. 

3. Upperside of both wings, the ground colour is lighter than in the other two subspecies. 
The submarginal ocellate patches, streaks on veins and ochre yellow scales in forewing cell end 
are well developed as in Neope goschkevitschii MENETRIES. 

4. The ground colour of underside of both wings is less melanized than in the other two sub- 
species, except for the distal area of hindwing strongly melanized in each seasonal form as in Neope 
goschkevitschii MENETRIES. 

5. The eye spots on the underside of hindwing are relatively small as compared with those 
of the other two subspecies, and the ochre-yellow rings of eye spots are rather thickened. 

Holotype: d, Higashi-6wada, Kimitsu-shi, Chiba-ken, 30 Aug. 1978, Mayumi TAKAHASHI leg. 
Preserved in Biological Laboratory, College of General Education, Kyushu University, Fukuoka. 

Paratypes: 2, Kururi, Kimitsu-shi, 14 May 1978, JA (Junzó AoyAMA) leg.; 1 3, same locality, 
30 Aug. 1978, JA leg.; 15, Inokawa, Kimitsu-shi, 27 Apr. 1978, JA leg.; 6¢ 49, same locality, 4 May 
1978, JA leg.; 7$ 19, same locality, 5 May 1978, MT (Mayumi TAKAHASHI) & JA leg.; 2 9, same 
locality, 13 May 1978, JA leg.; 1 9, same locality, 23 May 1978, JA leg.; 1¢ 19, same locality, 25 May 
1978, JA leg.; 2 5, same locality, 26 Aug. 1978, JA leg.; 8 $69, same locality, 28 Aug. 1978, MT & 
JA leg.; 1 9, same locality, 5 Sept. 1978, JA leg.; 1 $, Orikizawa, Kimitsu-shi, 28 Apr. 1978, JA 
leg.; 1$ 39, same locality, 4 May 1978, JA leg.; 2 9, 14 May 1978, JA leg.; 14 19, same locality, 24 
May 1978, JA leg.; 1 2, same locality, 28 Aug. 1978, MT leg.; 1 3, same locality, 4 Sept. 1977, JA 
leg.; 8 ば 49, Shimizu, Kimitsu-shi, 29 Aug. 1978, MT leg.; 1 9, same locality, 30 Apr. 1979, MT leg.; 
13 3, same locality, 27 Aug. 1979, MT leg.; 1 3, Gódaihata, Kimitsu-shi, 26 Aug. 1977, JA leg.; 
1 9, same locality, 4 Sept. 1977, JA leg.; 1 9, Nakanosawa, Kimitsu-shi, 29 Aug. 1978, MT leg.; 
23 19, Awagasawa-one, Amatsu-Kominato-machi, 28 Apr. 1978, JA leg.; 1 &, Mushado, Amatsu- 
Kominato machi, 26 Apr. 1978, JA leg.; 1 $, same locality, 28 Aug. 1977, JA leg.; 1 づ , Sakamoto, 
Amatsu-Kominato-machi, 26 Apr. 1977, JA leg.; 1 9, same locality, 27 Aug. 1977, JA leg.; 1 §, Nara- 
bayashi, Kamogawa-shi, 27 Aug. 1979, MT leg.; 62 39, Higashi-ówada, Futtsu-shi, 30 Aug. 1978, 
MT leg. These specimens are preserved in the Biological Laboratory, College of General Education, 
Kyushu University, Fukuoka, the National Science Museum (Nat. Hist.), Tokyo, the Osaka Muusem 
of Natural History, Osaka, and the authors' collection. 

Locality: the Kiyosumi Mountains and their vicinities, the Bósó Peninsula, Chiba-ken, Central 


Japan. 
This new subspecific name is derived from Mt. Kiyosumi of the Bósó Peninsula. 


Summary 


Neope niphonica BUTLER was recently found in the Bósó Peninsula, the southern end of the 
Kantó District, Central Japan. Thenew localities are perfectly isolated from the ones hitherto known 
by the Kantó Plain. 

In this peninsula, the species is found on the southern hills, called the Kiyosumi Mountains 
running from east to west. However, it has not been met with in the northern and coastal areas 
of the peninsula. 

The forewing length, the wing shape and the wing patterns of this race were measured and 
statistically calculated, and were compared with those of the specimens from other localities of Japan. 
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It was separated as a new subspecies N. n. kiyosumiensis, whose name was derived from Mt. Kiyosumi 
in the peninsula. 
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